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⚑．は じ め に

本稿では、2023年⚖月から11月にかけて実施した進路選択に関する学生意識調査
（以下、学生調査と記載）の概要と単純集計の結果を紹介する1)。本調査は、科学
研究費補助金（一般）・基盤研究（A）を受けた「官僚の社会化メカニズムの解明
を通じた現代日本官僚制の研究」プロジェクト（研究代表者：青木栄一、研究課題
番号：19H00576）の一環として実施した調査である。科研プロジェクトの分担者
は、伊藤正次、大谷基道、河合晃一、北村亘、久保慶明、砂原庸介、曽我謙悟、手
塚洋輔、秦正樹、原田久、本田哲也、村上裕一、柳至、山田健である（五十音順）。
学生調査の調査班は柳至、河合晃一、久保慶明、秦正樹により構成されている。

＊1) やなぎ・いたる 立命館大学法学部准教授
＊2) かわい・こういち 金沢大学人間社会研究域法学系准教授
＊3) くぼ・よしあき 関西学院大学総合政策学部教授
＊4) はた・まさき 京都府立大学公共政策学部准教授
＊5) あおき・えいいち 東北大学大学院教育学研究科教授
1) 本集計の数値は速報値であり、今後にデータを精査する中で修正の可能性がある。
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⚒．調査の目的

近年、国家公務員と地方公務員双方において志願者の減少が続いている。国家公
務員採用総合職試験の申込者数は2012年度には25,110人であったが、2022年度には
18,295人へと減少した。一般職試験（大卒）においても、2012年度には39,644人で
あったのが、2022年度には28,103人へと減少している2)。地方公務員においても、
2012年度の競争試験の受験者数は600,861人であったのが、2021年度には465,028人
へと減少している3)。この間、日本人の22歳人口は、2012年度が120万人であった
のが、2021年度が117万⚒千人、2022年度は116万⚙千人と微減で推移しており、若
年人口の減少を志願者数減少の主たる要因とすることはできない。
志願者数の減少を受けて、国や地方自治体は志願者数増加のために様々な方策を
取っている。人事院は採用試験の負担感の軽減を目標とし、2023年度から総合職春
試験の実施時期の前倒し、「教養区分」の受験可能年齢の引き下げ（学部⚒年生よ
り受験可）と試験地の拡充、合格有効期間の延長といった変更を行った。地方自治
体においても、仕事内容に関する情報発信や、民間と併願しやすくなるように試験
科目の削減や試験時期の前倒しをするといった取り組みを行っている（竹内
2023）。国と地方自治体ともに、採用試験の負担感を減少させて民間志望者を取り
こもうと対応している。
｢官僚の社会化メカニズムの解明を通じた現代日本官僚制の研究」プロジェクト
では官僚に着目し、官僚が時間の経過とともに認識や行動をどう変化させていき、
所属省庁の官僚となっていくかという「官僚の社会化」を検証している。具体的に
は、中央省庁の現役の幹部職員への調査や、元官僚へのオーラルヒストリーの分析
により、「官僚の社会化」を明らかにしようとしている。それらに加えて、そもそ
もどのような学生が官僚を志望しているのかという観点も欠かせない。公務員志願
者数が減少する中で、どのような学生が公務職場を自らの進路として希望し、公務
職場のどのような要素に学生は惹かれるのだろうか。
この問いを明らかにするために、学生調査では、公務員志望であるか否かを問わ
ず、進路未決定の大学生に対して進路に関する意識調査を行った。本調査における
主な質問項目を示したものが表⚑である。本調査では、調査対象者を特定するため

2) 人事院「令和⚔年度年次報告書」。
3) 総務省「令和⚓年度地方公共団体の勤務条件等に関する調査結果」。
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にスクリーニングを行った後に、調査に協力することへの同意を得た。その後に、
年齢などの基本属性、社会や仕事に対する意識や性格、進路に関する意識や状況を
質問した。これらの質問の後に、架空の採用案内文（公務員の新規採用を目的とし
て大学生向けに作成したとするもの）を提示して、応募意向を尋ねるサーベイ実験
を行った。本稿の第⚕節で紹介する単純集計表は、このサーベイ実験パートを除い
た質問項目となる。

表 1 主な質問項目

⚓．調査の方法

3.1 調査の方法
学生調査では、対象大学において授業の際に学生に調査を紹介し、調査への協力
者を募った。募集文書には、オンライン上の調査フォームの URL 及び QR コード
を記載し、調査への参加を希望する学生が授業時間外にアクセスして回答した。調
査を最後まで回答した学生には、調査会社を通じて謝礼の Amazon ギフトカード
をメールで後日送付した。本調査は、2023年⚖月28日から11月⚙日にかけて実施し
た。授業における紹介は、主に春学期の終わりとなる⚗月と秋学期の冒頭の⚙月か
ら10月にかけて行った。学生調査の実施に際しては、金沢大学人間社会研究域「人
を対象とする研究」に関する倫理審査委員会の審査を得た（承認番号2023-05）。

3.2 調査の対象
学生調査で対象とするのは、以下の⚔つの条件を全て満たした⚔年制大学の大学
生である。本調査では、調査の最後に公務職場への応募意向を尋ねるサーベイ実験
を行っている。すでに進路が決定していたり、公務員試験を受験中だったりする
と、応募意向の推定に影響を及ぼす可能性があったため、そうした条件の学生は除
外した。
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•⚓年生以下の学部生
•調査回答時点で、30歳未満
•調査回答時点で、就職先や進学先等の進路がまだ決まっていない（内定を得て
いない）
•調査回答時点で、公務員試験を受験中ではない

調査対象の大学は、国家公務員採用総合職試験の合格者数が多い大学を中心とし
た。調査対象の大学名を示したものが表⚒である。2022年度の総合職試験の合格者
の出身大学上位10大学は、東京大学、京都大学、早稲田大学、北海道大学、慶應義
塾大学、東北大学、立命館大学、岡山大学、中央大学、九州大学である4)。本調査
では、この10大学を対象とするともに、2022年度と2023年度の総合職試験において
10人以上の合格者がいた大学の中から科研分担者が授業を担当している大学を中心
に⚙大学（筑波大学、金沢大学、静岡大学、名古屋大学、大阪大学、神戸大学、東
京都立大学、大阪公立大学、立教大学）を選択し、計19大学を対象とした。

表 2 調査対象の大学

4) 順位は、春試験の合格者数に秋試験の「教養区分」と「法務区分」試験の合格者数を足
した合格者数から判断した（人事院ウェブサイト、https://www.jinji.go.jp/kisya/2212/
2022kyouyougoukaku.html［2023年12月21日閲覧］）。
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⚔．回 収 状 況

調査フォームにアクセスしたのは3,905人であった。第⚓節⚒項で示した調査対
象者の条件は募集文書内で提示していたが、スクリーニングで対象者とならなかっ
たり、次頁に進まなかったりして脱落した者が441人いた。調査の同意画面に到達
したのは3,464人であり、同意画面において「同意する」を選択して、調査への回
答を開始したのは3,368人であった。うち465人が調査途中で回答をやめたりして脱
落をし、最終的な完全回答者数は2,903人となった。
本調査において、正確な回収率を計算することは難しい。まず、調査を紹介する
授業の履修者全員が調査の対象者となるわけではなく、調査対象者の実数は授業担
当教員といえどもわからない。また、大学内の複数の授業において紹介をすること
が多かったが、授業履修者の重複もあった。さらに、授業の履修者であっても、授
業に出席していない者は、本調査の存在を関知しないことになる。そのため、有効
回収率は定かではないが、調査班の教員が調査を紹介した授業では、授業出席者の
おおよそ⚓割が回答をしていた。
なお、調査班では、調査に回答した学生との情報共有のために LINE のオープ
ンチャットのトークルームを作成した。謝礼の発送状況や調査の結果概要について
このトークルームで情報提供している。オープンチャットでは、LINE に登録して
いる名前とプロフィール画像は同期されず、参加者が自由に名前やプロフィール画
像を設定することができる。調査の最後に任意でこのトークルームへの参加を呼び
かけたところ、実査終了時の参加学生は994名であった。

⚕．単純集計表

•スクリーニング
調査にご協力いただく前に、以下の点を確認させてください。
S1．あなたは、現在、日本国内にある⚔年制大学に属する大学生（学部生）ですか。
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S2．あなたは現在、大学何年生（何回生）ですか。

S3．あなたは、すでに、民間・公務員、大学院等への進学などに関係なく、大学
卒業後の就職先・進路先が決まっていますか（内定や合格通知を得ている）。

S4．あなたは今年度に公務員試験を受験されていますか。

S5．あなたの年齢についてお尋ねします。あなたは現在、30歳未満ですか。
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U．あなたが通われている大学について回答してください。
国立・公立・私立

大学名

•基本属性
Q1．あなたは現在おいくつですか。

Q2．あなたの性別についてお答えください。

立命館法学 2023 年 4 号（410号)
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Q3．高校を卒業したとき、あなたはどこにお住まいでしたか。都道府県名と市区
町村名を具体的にお答えください。海外の場合は「海外」を選択してください。
・都道府県

・市区町村
＊紙幅の都合上、本項目への回答は本論では省略し、Online Appendix として柳至
の researchmap の資料欄にアップロードした。
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Q4．あなたが通われている大学の学部の系統を以下の選択肢から選んでください。

Q5．あなたのご両親の最終学歴を教えてください。

Q6．あなたのご両親は公務員ですか（もしくは公務員でしたか）。
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⇒Q6のいずれかで「公務員」を選択した者のみ
Q6A．ご両親はどのような公務職場で働いていますか（一番長く働いていると思
われる職場を選択してください）。地方出先機関とは、国税庁の国税局・税務署、
財務省の税関、厚生労働省の労働基準監督署などのことです。

Q7．去年（令和⚔年⚑月〜12月）⚑年間のあなたの世帯収入はご家族全部を合わ
せると、およそどのくらいになりますか。最も近いものを⚑つ選んでお答えくださ
い。ボーナスや臨時収入を含め、税込みでお答えください。

Q8．あなたは日本学生支援機構から奨学金を受け取っていますか。
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•意識・性格（アテンションチェックを含む）
Q9．以下の文章があなた自身にどのくらい当てはまるかについて、もっとも適切
なものを選択してください。文章全体を総合的に見て、自分にどれだけ当てはまる
かを評価してください。
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Q10．あなたが仕事をする場合に、以下の文章がどのくらい当てはまるかについ
て、もっとも適切なものを選択してください。文章全体を総合的に見て、自分にど
れだけ当てはまるかを評価してください。

Q11．次にあげるそれぞれが、あなたの大学卒業後の生活にとってどの程度重要に
なると思うかをお知らせください。

Q12．次の項目が、自分にどれだけ当てはまるかを評価してください。
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Q13．文章全体を総合的に見て、自分にどれだけ当てはまるかを評価してください。
私は自分自身のことを……

•進路
Q14．ここから、大学卒業後の進路についてお尋ねします。あなたは、どのような
就職先が良いと思いますか。当てはまるものを⚓つ選択し、第一順位、第二順位、
第三順位の順にお答えください。
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Q15．あなたが志望している業界を教えてください。複数の業界を検討している場
合には複数選択してください。（N＝2903）

Q16．あなたは、仕事で高収入が得られることは、個人的にどの程度重要だと思い
ますか。

Q17．あなたが志望している業界を決めた時期を教えてください。
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Q18．これから国家公務員（本省勤務）、国家公務員（地方出先機関勤務）、地方公
務員、民間企業という働き方に対する印象をお尋ねします。
まず、あなたは、国家公務員（本省勤務）という働き方は以下の項目に当てはま
ると思いますか。全く想像がつかない場合は、わからないを選択してください。
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Q19．あなたは、国家公務員（地方出先機関勤務）という働き方は以下の項目に当
てはまると思いますか。地方出先機関とは、国税庁の国税局・税務署、財務省の税
関、厚生労働省の労働基準監督署などのことです。全く想像がつかない場合は、わ
からないを選択してください。
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Q20．あなたは、地方公務員という働き方は以下の項目に当てはまると思います
か。全く想像がつかない場合は、わからないを選択してください。
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Q21．あなたは、民間企業という働き方は以下の項目に当てはまると思いますか。
全く想像がつかない場合は、わからないを選択してください。

2023年進路選択に関する学生意識調査基礎集計（柳・河合・久保・秦・青木)

377 (2405)



Q22．あなたの大学での成績はあなたが所属する学部の中でだいたいどの程度の位
置にありますか。当てはまると考えるものを選択してください。

Q23．あなたは⚓年生の前期（春学期）に⚑日に平均して何時間を就職活動や採用
試験の準備のために割くことができますか（割きましたか）。当てはまる数字を選
択してください。10時間以上の場合は10を選択してください。

Q24．あなたは就職活動や採用試験の準備のためにどれぐらいの費用を出すことが
できますか（出しましたか）。費用としては、交通費、被服費、就活塾や公務員試
験予備校にかかる費用などがあります。
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Q25．あなたの大学における身近な先輩に以下の公務員試験を受けて、採用された
人はいますか。

Q26．あなたはこれまでに、公務員に関する説明会やセミナー、インターン等に参
加したことがありますか。以下の選択肢から参加したことがあるものをすべて選択
してください。（複数回答可）（N＝2903）

Q27．あなたは公務員試験を受験する意向がどの程度ありますか。

2023年進路選択に関する学生意識調査基礎集計（柳・河合・久保・秦・青木)

379 (2407)



⇒以降の質問は、Q27 で「必ず受験する」もしくは「おそらく受験する」を選択
した者のみ
QA1．あなたが受験するつもりの公務員試験を選択してください（複数選択）。
（N＝1069）

QA2．あなたはいま⚑日に平均して何時間を公務員試験のための勉強時間にあて
ていますか。当てはまる数字を選択してください。10時間以上の場合は10を選択し
てください。

QA3．あなたは公務員試験対策のために、公務員試験予備校や、大学生協が開講
する講座などに通っていますか。
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QA4．現時点で、あなたにとって最も志望度が高い公務員試験を1つ選択してくだ
さい。

QA5．あなたが最も志望度が高い公務員試験を決めた時期を教えてください。

QA6．最も志望度が高い試験で現時点で想定している試験区分を教えてください。
⇒QA4で「国家公務員（総合職）」を選択した者
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⇒QA4で「国家公務員（一般職）」を選択した者

⇒QA4で「地方公務員（都道府県）（特別区）（政令指定都市）（市町村）」を選択
した者

⇒QA4で「国家公務員（総合職）（一般職）（専門職）」を選択した者
QA7_1．現時点で、あなたにとって最も志望度が高い府省等を⚑つ選択してくだ
さい。
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⇒QA4で「地方公務員（都道府県）（特別区）（政令指定都市）（市町村）」を選択
した者
QA7_2．現時点で、あなたにとって最も志望度が高い都道府県もしくは市区町村
が所在する都道府県を⚑つ選択してください。

【謝辞】 学生調査の回答者の募集に際しては、青木栄一、河合晃一、柳至以外
に、以下の先生方の協力を得て、調査への学生の協力を募った（以下、敬
称略、調査を実施した大学ごとに五十音順）。北海道大学（宇野二朗、小
浜祥子、西村聡、馬場香織、村上裕一、山崎幹根）、東北大学（金子智樹、
佐藤智子、西岡晋）、筑波大学（大倉沙江、鈴木創、竹中佳彦）、東京大学
（鹿毛利枝子、加藤淳子、前田健太郎、森川想）、金沢大学（本田哲也）、
静岡大学（山田健）、名古屋大学（近藤康史）、京都大学（曽我謙悟、建林
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正彦、奈良岡聰智）、大阪大学（乙部延剛、上川龍之進、北村亘、高橋慶
吉、瀧口剛、濱本真輔）、神戸大学（砂原庸介、藤村直史）、岡山大学（築
島尚）、九州大学（赤坂幸一、嶋田暁文、高橋雅人、福原明雄）、東京都立
大学（伊藤正次、松井望）、大阪公立大学（手塚洋輔、野田昌吾）、中央大
学（秋吉貴雄、荒井紀一郎、籠谷公司、川口康裕、工藤裕子、小林大祐、
武智秀之）、立教大学（原田久）、早稲田大学（縣公一郎、遠藤晶久、河野
勝、多湖淳、日野愛郎）、慶應義塾大学（小田勇樹、篠原舟吾、清水唯一
朗）、立命館大学（西村翼、山本圭、吉次公介）。ここに記して感謝申し上
げる。

＊ 本調査は、実施にあたり科研費（19H00576）からの研究助成を受けた。

引用文献
竹内太郎（2023）「特集⚗割で倍率低下激変公務員採用市場：都道府県・政令市
調査」『日経グローカル』461号、6-20頁。

立命館法学 2023 年 4 号（410号)

384 (2412)


